
N

医
学
博
士
谷
口
直
之
氏
の
「
糖
鎖
生
物
学
、
と

く
に

―

結
合
型
糖
鎖
の
病
気
で
の
重
要
性
に

つ
い
て
の
先
駆
的
業
績
」
に
対
す
る
授
賞
審
査

要
旨

数
年
前
、
ヒ
ト
の
遺
伝
子
配
列
が
一
通
り
解
明
さ
れ
、
生
物
学
は
所
謂
ポ
ス

ト
ゲ
ノ
ム
時
代
に
入
っ
た
。
遺
伝
子
は
生
物
体
の
構
成
・
機
能
の
青
写
真
と
言

っ
て
良
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
元
に
合
成
さ
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
は
多
く
の

場
合
、
そ
の
ま
ま
で
は
機
能
を
持
た
ず
、
各
種
の
修
飾
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
が
糖
鎖
に
よ
る
修
飾
で
あ
る
。
合
成
さ
れ
た
タ

ン
パ
ク
質
の
六
〇
％
以
上
が
糖
鎖
に
よ
る
修
飾
を
受
け
る
と
言
わ
れ
、
多
く
が

糖
鎖
を
得
て
初
め
て
機
能
的
に
活
性
化
さ
れ
る
。
谷
口
氏
な
ど
の
努
力
に
よ

り
、
付
い
て
い
る
糖
鎖
の
極
僅
か
な
違
い
が
同
じ
タ
ン
パ
ク
質
に
正
反
対
の
機

能
を
与
え
る
こ
と
も
解
っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
が
ん
の
転
移
を
促
進
し
た

り
、
抑
制
し
た
り
す
る
、
或
い
は
抗
体
の
活
性
が
一
〇
〇
倍
に
も
増
進
す
る
な

ど
が
そ
の
良
い
例
で
あ
る
。
糖
鎖
科
学
は
現
在
急
速
に
発
展
し
て
い
る
分
野
で

あ
り
、
近
い
将
来
に
基
礎
生
物
学
、
医
学
に
及
ぼ
す
影
響
は
誰
に
も
推
測
で
き

な
い
ほ
ど
に
大
き
い
。
谷
口
氏
は
糖
タ
ン
パ
ク
質
の
生
合
成
に
関
与
す
る
多
く

の
糖
転
移
酵
素
を
一
つ
一
つ
、
独
自
の
方
法
で
分
離
精
製
し
、
そ
の
基
質
特
異

性
や
酵
素
学
的
性
質
な
ど
の
基
礎
的
な
生
化
学
的
性
状
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
を
コ
ー
ド
す
る
多
く
の
重
要
な
遺
伝
子
（
糖
鎖
遺
伝
子
）
の
ク

ロ
ー
ニ
ン
グ
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
糖
鎖
遺
伝
子
を
用
い
た
細
胞

生
物
学
的
な
研
究
を
精
力
的
に
行
い
、
糖
鎖
の
新
た
な
機
能
を
次
々
と
見
出

し
、
こ
れ
ら
の
糖
鎖
遺
伝
子
に
よ
っ
て
変
化
す
る
特
定
の
糖
鎖
が
、
疾
患
の
発

症
機
構
に
直
接
か
か
わ
り
、
ま
た
癌
、
肺
気
腫
な
ど
の
診
断
、
治
療
に
も
貢
献

で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
氏
の
業
績
は
以
下
の
三
つ
の
研
究
テ
ー
マ

に
集
約
さ
れ
る
。

１
�
癌
に
特
異
的
な
糖
鎖
の
発
見
を
契
機
に
、
五
つ
の
糖
転
移
酵
素
の
精
製
、

生
化
学
的
性
状
の
解
明
と
そ
の
糖
鎖
遺
伝
子
の
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ

グ
ル
タ
チ
オ
ン
は
生
体
の
酸
化
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
防
御
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
。
グ
ル
タ
チ
オ
ン
を
分
解
す
る
酵
素
のγ

―

グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ぺ
プ
チ

ダ
ー
ゼ
（γ

―G
T

P

）
は
糖
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
が
肝
臓
癌
で
著
し
く
活
性
化
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
機
構
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
数
多
く
の
正
常
組
織
や

腫
瘍
組
織
か
ら
本
酵
素
を
分
離
精
製
し
た
。
そ
の
結
果
、
正
常
肝
か
ら
得
た

γ
―G

T
P

に
は
な
く
、
肝
癌
細
胞
か
ら
精
製
し
たγ

―G
T

P

の
中
に
の
み
特
異
的

な
糖
鎖
（
バ
イ
セ
ク
テ
ィ
ン
グG

lcN
A

c

）
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
の
糖

鎖
を
合
成
す
る
糖
転
移
酵
素G

nT

―III

を
同
定
し
、
そ
の
基
質
類
似
体
を
不
溶

三
二



化
さ
せ
た
親
和
性
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
用
い
て
、
ラ
ッ
ト
腎
臓
組
織
か
ら

分
離
精
製
に
成
功
し
、
生
化
学
的
な
性
状
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
精
製

し
た
酵
素
の
部
分
ア
ミ
ノ
酸
配
列
を
も
と
に
遺
伝
子
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
に
成
功
し

た
。
続
い
て
、G

nT
―IV

,
G

nT

―V
,

G
nT

―V
I,

Fut8

な
ど
の
酵
素
を
次
々
と
発

見
、
分
離
精
製
し
、cD

N
A

ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
に
も
成
功
し
、
世
界
に
先
駆
け
糖

タ
ン
パ
ク
質
の
N
―

結
合
型
糖
鎖
の
生
合
成
に
関
す
る
最
も
重
要
な
五
つ
の
糖

転
移
酵
素
を
コ
ー
ド
す
る
糖
鎖
遺
伝
子
の
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
に
成
功
し
た
。

２
�
糖
鎖
遺
伝
子
を
利
用
し
た
糖
鎖
機
能
の
解
明

上
記
の
糖
鎖
遺
伝
子
を
用
い
て
、
糖
鎖
の
機
能
解
析
の
研
究
を
行
っ
た
。
癌

の
転
移
巣
に
強
く
発
現
す
るG

nT

―V

は
転
写
因
子E

ts

―1

よ
り
制
御
さ
れ
、

G
nT

―V

が
タ
ン
パ
ク
質
分
解
酵
素
で
あ
り
、
癌
の
転
移
を
促
進
す
る
マ
ト
リ

プ
タ
ー
ゼ
に
糖
鎖
を
付
加
し
、
酵
素
を
安
定
化
さ
せ
、
恒
常
的
に
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
を
発
見
し
た
。
ま
た
、G

nT

―V

はγ

―

セ
ク
レ
タ
ー
ゼ
に
よ
り
切
断
さ

れ
、
分
泌
型
と
な
る
が
、G
nT

―V

タ
ン
パ
ク
質
の
塩
基
性
領
域
が
本
来
の
糖
転

移
酵
素
の
機
能
と
は
別
に
血
管
新
生
作
用
を
示
す
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
ま

た
、
高
転
移
性
癌
細
胞
にG

nT

―III

遺
伝
子
を
導
入
す
る
と
、
同
系
の
マ
ウ
ス

に
お
け
る
肺
転
移
を
ほ
ぼ
完
全
に
抑
制
で
き
た
。
こ
の
癌
転
移
の
抑
制
は
、

G
nT

―III

がE

―C
adherin

やIntegrin

に
糖
鎖
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
癌

細
胞
同
士
の
接
着
や
細
胞
の
移
動
に
重
要
な
役
割
を
果
す
た
め
で
あ
る
こ
と
を

解
明
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、G

nT

―III

は
善
玉
と
し
て
、G

nT

―V

は
悪
玉
と
し

てE

―C
adherin

やIntegrin

の
糖
鎖
を
修
飾
し
て
、
作
用
す
る
こ
と
を
示
し

た
。
ま
た
、
増
殖
因
子E

G
F

やN
G

F

等
の
受
容
体
を
介
し
た
シ
グ
ナ
ル
伝
達

に
糖
鎖
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

３
�
糖
鎖
機
能
の
解
明
に
よ
る
病
気
の
発
症
機
構
、
診
断
、
治
療
へ
の
役
割
の

解
明

Fut8

の
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
が
生
後
三
日
以
内
に
七
割
が
死
亡
し
、
生
存

例
で
も
成
長
が
著
明
に
遅
延
し
肺
気
腫
を
発
症
す
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
こ
の

マ
ウ
ス
は
細
胞
膜
受
容
体T

G
F

―β

レ
セ
プ
タ
ー
にFut8

の
産
物
で
あ
る
コ
ア

フ
コ
ー
ス
が
な
い
た
め
にT

G
F

―β

の
抑
制
的
な
シ
グ
ナ
ル
が
な
く
な
り
、
肺

で
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
メ
タ
ロ
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
（M

M
P

）1,
9,

12,
13

な
ど
が
過

剰
に
発
現
す
る
結
果
、
肺
胞
の
細
胞
外
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
、
エ
ラ

ス
チ
ン
な
ど
が
分
解
さ
れ
て
肺
胞
壁
が
破
壊
さ
れ
、
肺
気
腫
に
な
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
ヒ
ト
で
は
肺
気
腫
は
現
在C

O
PD

（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
喫
煙
が
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
が
、
そ
の
発
症
機
構
は

不
明
で
あ
り
、
我
が
国
で
は
潜
在
患
者
が
五
二
〇
万
人
い
る
が
、
そ
の
治
療
法

は
対
症
療
法
し
か
な
く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
で
死
亡
す
る
原
因

の
二
〜
三
割
を
占
め
る
。Fut8

の
ヘ
テ
ロK

O

マ
ウ
ス
が
三
ヶ
月
間
の
喫
煙
暴

露
に
よ
り
、
正
常
の
マ
ウ
ス
の
半
分
の
期
間
で
肺
気
腫
を
発
症
す
る
こ
と
も
明

三
三



ら
か
に
し
た
。
ヒ
ト
のC

O
PD

の
重
症
例
で
はFut8

の
活
性
低
下
が
み
ら
れ

る
こ
と
か
ら
ヒ
ト
のC

O
PD

の
発
症
に
もFut8

が
か
か
わ
る
こ
と
も
明
ら
か

に
し
た
。

Fut8

遺
伝
子
の
研
究
成
果
は
臨
床
面
で
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
癌
や
喘
息
の

抗
体
療
法
の
作
用
機
構
の
一
つ
に
抗
体
依
存
性
細
胞
障
害
活
性
が
あ
る
。
こ
の

活
性
は
抗
体
のFcγ

部
分
がN

K

細
胞
に
あ
るFcγIIIa

レ
セ
プ
タ
ー
と
結
合

し
、
そ
の
結
果
、
腫
瘍
細
胞
な
ど
が
破
壊
さ
れ
る
。
抗
体IgG

1

に
はA

sn293

に
糖
鎖
が
付
加
さ
れ
て
い
る
が
、Fut8
が
作
る
コ
ア
フ
コ
ー
ス
を
除
く
と
、
活

性
が
一
〇
〇
倍
に
も
上
昇
す
る
こ
と
か
ら
抗
体
治
療
に
と
っ
て
大
き
な
ブ
レ
ー

ク
ス
ル
ー
と
な
っ
て
い
る
。
既
にA

T
L

（
成
人
Ｔ
細
胞
性
白
血
病
）
や
喘
息
の

治
療
に
そ
れ
ぞ
れC

C
R

4

やIL
–5

受
容
体
の
抗
体
が
極
少
量
で
効
果
を
示
す

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
コ
シ
ル
化
ハ
プ
ト
グ
ロ
ビ
ン
が
膵
臓
癌

の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
フ
コ
シ
ル
化

ハ
プ
ト
グ
ロ
ビ
ン
は
膵
臓
患
者
の
六
割
で
陽
性
と
な
り
、
早
期
癌
で
も
三
〇
パ

ー
セ
ン
ト
が
陽
性
で
あ
る
。
フ
コ
ー
ス
の
一
部
は
コ
ア
フ
コ
ー
ス
で
あ
る
こ
と

が
質
量
分
析
の
結
果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。

谷
口
氏
は
数
十
年
に
亘
っ
て
糖
鎖
科
学
の
先
頭
に
立
っ
て
、
こ
の
歴
史
的
な

流
れ
を
リ
ー
ド
し
て
来
た
日
本
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
。
彼
は
今
も
現
役
で

あ
り
、
今
後
の
貢
献
に
も
大
い
に
期
待
が
持
て
る
。
そ
の
業
績
に
よ
り
、
谷
口

氏
は
糖
鎖
生
物
学
で
最
も
国
際
的
に
権
威
の
あ
るIG

O

（InternationalG
lyco-

conjugate
O

rganization

）A
w

ard

（
国
際
複
合
糖
質
連
合
賞
）（
二
〇
〇
二
）

を
受
賞
し
た
た
だ
一
人
の
日
本
人
で
あ
る
。
ま
た
国
際
生
化
学
分
子
生
物
学
連

合
（IU

B
M

B
:InternationalU

nion
of

B
iochem

istry
and

M
olecular

B
iology

）

か
らIU

B
M

B

メ
ダ
ル
（
二
〇
〇
八
）
を
授
与
さ
れ
、H

U
PO

（
ヒ
ト
プ
ロ
テ
ー

ム
国
際
機
構
）
か
ら
長
年
の
糖
鎖
研
究
と
そ
の
貢
献
に
対
しH

U
PO

A
w

ard

（
二
〇
〇
九
）
を
受
賞
し
た
。
国
内
で
も
、
日
本
医
師
会
医
学
賞
（
二
〇
〇
一
）、

武
田
医
学
賞
（
二
〇
〇
二
）
、
紫
綬
褒
章
（
二
〇
〇
五
）
な
ど
を
受
賞
し
、
更
に

多
く
の
国
際
誌
のE

ditor

も
務
め
て
い
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
谷
口
氏
は
学

士
院
賞
を
受
け
る
に
相
応
し
い
研
究
者
で
あ
る
。
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